


梯川梯川

自宅や職場、
学校の校の浸水深は？
印を付けて日頃から

意識しよう！

考えうる最大の豪雨での浸水範囲と深さ

家族で一緒に考えて、
話し合ってみてみよう

５ｍ
の浸水

３ｍ
の浸水

0.5ｍ
の浸水

マイ・タイムラインのチェックシートタイムラインのチェックシート

大雨などの自然災然災害によっよって、皆さんが避が避難しなければならなくなったとき、「いつ」「何を何を」しなけれければ
ならないのかを、前もって考えておくため「マイ・タイムライン」をつくってみましょう。

をつくってみよう

私の家の浸水の深さは mです。

近くの避難所は です。

避難に時間がかかる人が、家族にいますか？

□ いる：だれ？ □ いない
私は次のとき、避難行動を開始します。

のとき。

〈マイ・タイムラインをつくってみよう〉

この区域の場合も、２階まで浸で浸水してしまうことがあるため、安全な場所へ
の早めの避難が必要です。

５ｍの浸水は水は、２階建ての住宅のほぼ全体が水没する高さです。
この区域の場合、建物の中にとどまらず、安全な場所への早めの避難が必要で要です。

5050cmの浸水は水は、１階床面の高さになるため、浸水後に歩いて避難するのは困難です。

⬇もしものために、切り取って携帯しよう

３ｍの浸水は水は、ほぼ、２階の床面の高さです。

凡　例凡　例 浸水した場合に想定される水深（ランク別）

市町境界0.5m未満の区域
0.5～3.0m未満の区域
3.0～5.0m未満の区域
5.0m以上の区域

梯川水系梯川梯川水系梯川
洪水浸水想定区域図（想定最大規模）洪水浸水想定区域図（想定最大規模）

矢印に囲まれた範囲内で
氾濫が発生した場合の想定

□ お年寄り寄り □ 介助の必要なひとと □ 病気のひと

□ 赤ちゃん、小さい子どもも □ 妊婦さん

５ 家族の状況を確認しておこう
・避難に時間がかかる人が家族にいませんか？

４ 行動するきっかけを考えよう。あなたは、いつ、避難を開始しますか？
・台風の発生、前線の停滞 ・・今後の台風の進路、雨の量の予測などの情報を調べる
・「大雨・洪水注意報」発表 ・・避難するときに持っていく持ち物を準備する
・「大雨・洪水警報」発表 ・・・川の水位、川の上流側の水位などを調べて、今後の様子を予測する

危険な場所から高齢者等は避難する、高齢者等以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、・「高齢者等避難」発令・・・・
危険を感じたら自主的に避難する

・「避難指示　」発令  ・・・・・危険な場所から全員避難する

警
戒
レ
ベ
ル

レベル１レベル１レベル１

レベル２レベル２レベル２

レベル３レベル３レベル３

レベル４レベル４レベル４

３ 近くの避難所の場所を確認しよう
・自治体が作成している「ハザードマップ」で、近くの避難所を確認しよう
・「ハザードマップ ポータルサイト」（https://disaportal.gsi.go.jphttps://disaportal.gsi.go.jp）の「わがまちハザードマップ」で、自治体が
作成している洪水ハザードマップを確認することができます（更新中の場合、少し古い情報のこともあります）
・近くの避難所をさがそう。避難所は浸水しますか？　浸水する場合、どのくらいの深さでしょう？
・家から避難所までのルートは、浸水していませんか？　危険な場所はありませんか？

近くの避難避難所は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   です。浸水浸水深さは、　　　　　　　　　　　　   メートルです。

避難のルートで気を付けるところは    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   です。

２ 自分の家の、浸水の深さを知ろう
・浸水の深さはどのくらいですか？　凡例で調べよう

浸水浸水深さは、　　　　　　　　　　　　　　  メートルです。

１ 自分の家が、浸水区域に入るかどうかを調べよう
・左ページの浸水想定区域図で、自分の住んでいるところを探そう　・色のついている範囲に入っていますか？

私の家は、浸水区、浸水区域に域に、　　　　　　、　　　　　　 □    含まれています　　　　　　　　　　　　 □    含まれていません
他の川の浸水エリア
に含まれていないか、
わがまちハザード
マップで確認しよう




